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第八号 武　蔵　一　宮 （２）

　
平
成
三
十
一
年
己つ

ち
の
と
い亥
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
御
皇
室
の

弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
自
然
災
害
等
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
一
刻
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
我
が
国
の

最
古
の
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
に
は
「
言こ

と

霊だ
ま

の
幸さ

き
わ

ふ
国（
山
上
憶
良
）」「
言
霊

の
祐た

す

く
る
国（
柿
本
人
麻
呂
）」
と
あ
り
、
言
霊
と
は
言
葉
に
宿
る
神
霊
、
霊
力

の
こ
と
で
、
神
祭
に
お
い
て
神
前
で
と
な
え
ら
れ
る
祝
詞
は
言
霊
信
仰
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
国
歌
「
君
が
代
」
の
詞
は
「
君
が
代
は　
千
代
に　
八
千
代
に

　
さ
ざ
れ
石
の　
巌
と
な
り
て　
苔
の
む
す
ま
で
」
で
す
が
、
天
皇
陛
下
を
国

家
国
民
の
統
合
の
象
徴
と
す
る
日
本
が
、
小
石
が
砂
な
ど
と
積
み
重
な
っ
て
大

き
な
岩
と
な
り
、
そ
の
上
に
美
し
く
苔
が
一
面
に
生
え
る
よ
う
平
和
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
明
治
の
御
代
に
な
り
、

諸
外
国
に
な
ら
っ
て
国
歌
を
作
る
事
に

な
っ
た
際
、
古
く
か
ら
愛
唱
さ
れ
て
い

た
君
が
代
の
和
歌
が
用
い
ら
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
曲
は
イ
ギ
リ
ス
人
Ｊ
・

Ｗ
・
フ
ェ
ン
ト
ン
が
作
曲
し
た
も
の
か

ら
明
治
十
三
年
、
よ
り
日
本
人
の
感
性

に
合
う
よ
う
に
と
、
宮
内
省
楽
部
伶
人

の
林
廣
守
に
よ
り
作
曲
さ
れ
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
た
尊
い
国
歌
を
永
く
歌
い
継
ぎ
た
い

も
の
で
す
。

奉
祝　
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
㈣

新
玉
の
年
と
時
代
に
平
和
の
祈
り
を
込
め
て

献
灯
会
発
足

勅使斎館前のさざれ石

　
昨
年
来
、
全
国
約
八
万
社
の
神
社
を
包
括
す
る
神
社
本
庁
で

は
、
今
上
陛
下
の
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
し
、
幟
旗
を
作
製
す

る
な
ど
そ
の
機
運
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
政

府
主
催
の
記
念
式
典
は
本
年
二
月
二
十
四
日
に
実
施
予
定
で
す

が
、
当
社
で
は
一
月
一
日
よ
り
節
分
ま
で
提
灯
を
献
灯
し
奉
祝

す
る
献
灯
会
を
発
足
致
し
、
点
灯
式
を
天
長
祭
で
あ
る
去
る

十
二
月
二
十
三
日
に
行
い
ま
し
た
。
冬
の
夜
の
帳
が
落
ち
よ
う

と
す
る
中
、
楼
門
前
の
約
六
百
張
の
提
灯
に
灯
り
が
点
き
、
居

合
わ
せ
た
人
々
の
仄
暗
い
顔
が
一
様
に
明
る
く
照
ら
さ
れ
満
面

の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
国
民
挙
っ
て
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
、
平

成
の
御
代
三
十
年
の
御
事
蹟
に
想
い
を
致
す
事
が
大
切
で
す
。

御
皇
室
の
弥
栄
を
謹
ん
で
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



第八号武　蔵　一　宮（３）

　
十
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
、
記
念
碑
建
立
竣
功
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
修し

ゅ

祓ば
つ

の
後
の
除
幕
の
儀
で
は
「
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年

祭
奉
祝
記
念
碑
」、「
北
白
川
房
子
様
歌
碑
」、「
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭
記
念
事
業
奉
賛
者
銘
碑
」
の
順
に
曳
綱
行
事
を
行
い
、

「
永え
い
・
永え

い
・
永え

ー
い」
の
掛
け
声
で
除
幕
致
し
ま
し
た
。
主
碑
の
曳
綱
行
事
の
一
条
目
は
権
宮
司
、
総
代
会
長
大
野
隆
司
様
は
じ
め
責
任
役
員
十
二

名
、
二
条
目
は
内
田
聖
様
は
じ
め
奉
賛
者
の
御
代
表
十
二
名
で
執
り
行
い
、
歌
碑
、
芳
名
碑
の
曳
綱
行
事
は
百
六
十
二
名
の
参
列
者
の
中
か

ら
希
望
の
方
に
御
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
会
場
を
呉
竹
荘
に
移
動
し
、
ま
ず
権
宮
司
よ
り
「
明
治
の
御
代
が
徐
々
に
遠
く
な
る

中
で
記
憶
か
ら
記
録
に
な
る
よ
う
に
」
と
今
般
の
記
念
碑
建
立
の
意
義
と
御
礼
を
申
し
上
げ
た
後
、
総
代
会
長
よ
り
「
百
五
十
年
の
節
目
と

と
も
に
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
の
で
更
な
る
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
御
挨
拶
と
乾
杯
の
御
発
声
を
賜
り
、
直
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
去
る
十
月
、
楼
門
内
廻
廊
の
第
一
期
工
事
が
完
了
し
、
東
側
廻
廊
が
石
畳
と
な
り
ま
し
た
。
東
側
廻
廊
は
正
月
期
間
中
、
臨
時
授
与

所
の
第
二
神
札
所
と
な
る
外
、
敬
神
婦
人
会
会
員
に
よ
る
湯
茶
接
遇
所
、
武
蔵
菊
花
会
菊
花
展
の
展
示
場
所
等
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

二
期
工
事
は
節
分
終
了
後
か
ら
西
側
廻
廊
の
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
、
御
参
拝
の
皆
様
に
は
御
不
便
御
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
御
了

承
下
さ
い
。

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
大
祭
記
念
碑
建
立
竣
功
祭
・
除
幕
式



第八号 武　蔵　一　宮 （４）

　
十
月
十
五
日
午
前
十
一
時
半
、
明
治

百
年
記
念
の
際
に
作
製
さ
れ
た
明
治
天

皇
肖
像
画
を
奉
納
頂
き
、
小
笠
原
流
埼

玉
教
場
・
株
式
会
社
小
山
弓
具
会
長
小

山
雅
司
様
他
三
名
参
列
の
も
と
奉
納
奉

告
参
拝
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
此
度
、
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行
様
よ
り
創
業
六
十
五
年
記
念
と
し
て
、
参
道
沿
い
二
の

鳥
居
前
に
狛
犬
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
竣
功
祭
及
び
除
幕
式
は
十
二
月
二
十
五
日
午
前

十
一
時
、
武
蔵
野
銀
行
頭
取
加
藤
喜
久
雄
様
他
役
員
関
係
者
、
来
賓
に
さ
い
た
ま
市
長
清

水
勇
人
様
、
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
頭
佐
伯
鋼
兵
様
な
ど
十
九
名
参
列
の
も
と
執
り
行

い
ま
し
た
。
こ
の
狛
犬
は
稲
田
石
を
用
い
、
左
側
は
獅
子
型
、
右
側
は
狛
犬
型
で
株
式
会

社
石
の
正
、
鈴
木
石
材
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
午
前
十
一
時
、
株
式

会
社
マ
ス
セ
イ
様
に
テ
ン
ト
ウ
ェ
イ
ト

二
十
㎏
を
五
十
個
奉
納
頂
き
、
増
田
勝

巳
様
以
下
七
名
参
列
の
も
と
奉
納
奉
告

参
拝
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
三
日
午
後
一
時
、
境
内
の

明
治
天
皇
肖
像
画
奉
納

武
蔵
野
銀
行
狛
犬
奉
納

テ
ン
ト
ウ
ェ
イ
ト
奉
納

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

奉
納
品
紹
介

稲
荷
神
社
に
て
鳥
居
の
奉
納
を
頂
い
た

ヤ
ナ
セ
矯
正
歯
科
川
元
麻
実
子
様
、
清

水
園
清
水
志
摩
子
様
、
粕
谷
修
治
様
参

列
の
も
と
、
奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
ま
た
十
二
月
三
日
午
後
一
時
、
鳥

居
の
奉
納
を
頂
い
た
株
式
会
社
丸
三
屋

代
表
取
締
役
新
井
佑
治
様
参
列
の
も
と
、

奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。



第八号武　蔵　一　宮（５）

　
十
月
二
日
よ
り
四
日
ま
で
二
泊
三

日
の
行
程
で
氏
子
総
代
会
研
修
旅
行

を
実
施
、
三
十
名
が
参
加
致
し
ま
し

た
。
霧
島
神
宮
を
正
式
参
拝
の
他
、

枚
聞
神
社
、
鹿
児
島
神
宮
、
照
國
神

社
を
参
拝
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
、

桜
島
、
西
郷
ど
ん
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
館
な
ど
を
見
学
致
し
ま
し
た
。

　
十
月
十
三
日
、
十
四
日
、
埼
玉
県

が
主
催
と
な
り
埼
玉
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｉ
大
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
宮
公
園
を
主
要
会
場
、
氷
川
神
社

を
サ
ブ
会
場
に
行
わ
れ
、
ま
た
参
道

に
は
氷
川
マ
ル
シ
ェ
の
店
が
立
ち
並

び
ま
し
た
。

　
十
月
十
四
日
午
後
一
時
半
、
正
式

参
拝
の
後
、
舞
殿
に
て
無
外
流
日
心

会
会
長
松
沢
功
雲
氏
他
十
七
名
に
よ

る
奉
納
演
武
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
六
日
、
七
日
、
全
国
氏
子
青

年
協
議
会
関
東
地
区
研
修
会
が
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
、
当
氏
子
青
年
会
か

　
十
月
九
日
午
前
十
時
、
抜
穂
神
事

を
執
り
行
い
、
神
饌
と
し
て
小
さ
く

丸
め
た
団
子
を
山
盛
り
に
、
ま
た
刈

り
取
っ
た
稲
穂
を
お
供
え
致
し
ま
し

た
。

　
十
月
十
五
日
午
前
十
時
、
献
詠
祭

を
執
り
行
い「
澄
む
」を
兼
題
に
八
雲

会
会
員
の
和
歌
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
十
七
日
午
前
十
時
、
神
嘗
奉

祝
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
祭
典
開

始
に
あ
た
り
神
嘗
祭
が
行
わ
れ
る
伊

勢
の
神
宮
を
遙
拝
致
し
ま
し
た
。

氏
子
総
代
会
研
修
旅
行

埼
玉
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
大
祭
典

無
外
流
日
心
会
奉
納
演
武

氏
子
青
年
会
研
修
旅
行

抜ぬ
き

穂ほ

神し
ん

事じ

献け
ん

詠え
い

祭さ
い

神か
ん

嘗な
め

奉ほ
う

祝
し
ゅ
く

祭さ
い

社
頭
往
来

ら
十
二
名
参
加
し
、
稲
積
神
社
を
正

式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
一
日
午
前
九
時
、
朔
瓶

祭
を
執
り
行

い
、
神
饌
と

し
て
濁
酒
と

調
理
し
た
里

芋
、
山
東
菜

を
お
供
え
致

し
ま
し
た
。

朔さ
く

瓶へ
い

祭さ
い



第八号 武　蔵　一　宮 （６）

　
十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
、
戦
艦

武
蔵
顕
彰
祭
を
、
戦
艦
武
蔵
顕
彰
会

副
会
長
佐
伯
鋼
兵
様
を
始
め
二
十
名

参
列
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
一
日
よ
り
十
一
月
十
五
日

ま
で
武
蔵
菊
花
会
に
よ
り
第
六
十
九

回
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
、
楼
門
内
外

廻
廊
、
舞
殿
に
合
わ
せ
て
四
百
九
十 

五
鉢
の
菊
花
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半
、
大

宮
華
道
連
盟
の
献
華
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
廻
廊
展
示
は
二
十
一
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
三
日
午
前
八
時
、
明
治
天

皇
の
御
神
徳
を
仰
ぎ
奉
り
、
明
治
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
午
前
九
時
半
、
献

　
十
月
二
十
八
日
午
前
九
時
、
舞
殿

に
て
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
阿

字
会
の
第
二
代
宗
家
井
本
忠
昭
阿
司

齋
は
じ
め
七
名
に
よ
る
奉
納
演
武
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
子
供
の
成
長
を
感
謝
し
お
祝
い
を

す
る
七
五
三
詣
に
本
年
も
約
一
万
組

の
方
々
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。
皆

様
の
健
や
か
な
る
成
長
を
御
祈
念
致

し
ま
す
。

　
十
月
二
十
一
日
午
後
五
時
半
、
氷

川
雅
楽
会
に
よ
り
観
月
雅
楽
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
三
夜
の
満
月

の
も
と
、
舞
殿
に
す
す
き
を
飾
り
、

三
百
名
の
方
に
観
覧
頂
き
ま
し
た
。

曲　
目

神
楽　
人に

ん

長ち
ょ
う

の
舞ま

い

其そ

の
駒こ

ま　
豊と

よ

栄さ
か

の
舞ま

い

管
弦　
平ひ

ょ
う

調じ
ょ
う

音ね

取と
り　

越え

殿て
ん

楽ら
く　

陪ば
い

臚ろ

舞
楽　
迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん　
落ら

く

蹲そ
ん　
五ご

常し
ょ
う

楽ら
く

戦
艦
武
蔵
顕
彰
祭

武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

埼
玉
県
華
道
連
盟
献
華
式

明
治
祭

献
詠
祭

無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法

阿
字
会
奉
納
演
武

七
五
三

第
二
十
九
回
観
月
雅
楽
演
奏
会

献
華
を
頂
い
た
先
生（
敬
称
略
）

新
桂
古
流
い
け
花

　
　
　
　
　
　
矢
部
清
華
、熊
谷
華
遊
、

詠
祭
を
執
り
行
い
「
秋
の
夜
」
を
兼

題
と
し
て
八
雲
会
会
員
の
和
歌
が
奏

上
さ
れ
ま
し
た
。



第八号武　蔵　一　宮（７）

　
十
一
月
二
十
三
日
午
前
九
時
、
約

二
百
五
十
名
参
列
の
も
と
、
新
嘗
祭

並
び
に
敬
神
講
社
大
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
二
月
三
日
午
前
十
一
時
、
境
内

の
松
尾
神
社
前
に
て
酒
造
組
合
祈
願

祭
が
埼
玉
県
酒
造
組
合
会
長
の
株
式

会
社
小
山
本
家
酒
造
代
表
取
締
役
会

長
小
山
景
市
様
、
株
式
会
社
小
山
本

家
酒
造
取
締
役
理
事
社
長
小
松
崎
功

様
、
大
瀧
酒
造
株
式
会
社
大
瀧
榮
壽

様
、
北
西
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
北
西
隆
一
郎
様
参
列
の
も
と

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
六
日
、
敬
神
婦
人
会

の
会
員
約
八
十
名
に
よ
り
国
旗
の
小

旗
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
製
さ

れ
た
二
千
本
の
小
旗
は
一
般
財
団
法

人
日
本
文
化
興
隆
財
団
に
送
ら
れ
皇

敬
神
婦
人
会
国
旗
小
旗
作
り

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

並
敬
神
講
社
大
祭

酒
造
組
合
祈
願
祭

　
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
九
日

ま
で
を
前
斎
、
十
日
に
本
祭
、
十
一

日
に
後
斎
と
勅
使
斎
館
に
て
解
斎
の

儀
で
あ
る
饗
膳
式
を
行
い
ま
し
た
。

十
日
の
本
祭
に
あ
わ
せ
て
酉
の
市
が

大だ
い

湯と
う

祭さ
い

埼
玉
県
華
道
連
盟
献
華
式(

６
ペ
ー
ジ
続
き)

居
で
の
新
年
一
般
参
賀
等
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

立
つ
為
、
十と

お

日か

市ま
ち

と
も
い
い
ま
す
。

本
年
の
人
出
は
約
二
十
万
人
で
し

た
。
ま
た
本
祭
に
合
わ
せ
舞
殿
に
草

月
流
の
長
内
恵
様
よ
り
活
け
花
の
奉

納
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
伊
坂
真
苑
、斉
藤
華
朝
、

　
　
　
　
　
　
吉
森
千
成
華
、

　
　
　
　
　
　
山
鳥
野
薫
華

草
月
流　
　
　
松
野
朱
世
、福
居
朱
季
、

　
　
　
　
　
　
沖
山
草
俊
、竹
下
尚
峰
、

　
　
　
　
　
　
池
田
朱
葉

池
坊
明
流　
　
小
澁
恭
園

桂
古
流　
　
　
細
田
好
草
、
髙
𣘺
典
花

池
坊　
　
　
　
脇
門
俊
香

そ
う
え
い
流　
斉
藤
樹
葉

小
原
流　
　
　
新
妻
良
華

龍
生
派　
　
　
小
泉
秀
光
、
池
田
和
光

古
流
松
藤
会　
藤
井
理
正
、
岩
波
理
豊

桂
古
流
桂
派　
岩
井
蘭
香

日
本
古
流　
　
加
藤
一
紀

嵯
峨
御
流　
　
町
田
裕
甫
、
渋
谷
友
甫

遠
洲
流　
　
　
守
屋
一
陽
、
守
屋
一
壽

日
本
華
道
協
会　

　
　
　
　
　
　
篠
原
仙
芳

古
流
松
東
会　
清
水
理
秀
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十
二
月
十
六
日
午
後
二
時
、
社
務

所
大
ホ
ー
ル
に
て
武
蔵
菊
花
会
の
第

六
十
九
回
菊
花
展
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。氷
川
神
社
宮
司
賞
の
他
、

経
済
産
業
大
臣
賞
や
埼
玉
県
知
事
賞

等
、多
く
の
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時
、
今

上
陛
下
の
生
誕
日
を
寿
ぎ
、
天
長
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
三
十
一
日
よ
り
一
月
五
日

ま
で
書
元
会
に
よ
る
書
道
の
廻
廊
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
三
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
会
員
の
作

品
で
今
回
は「
あ
さ
ひ
」、「
や
る
気
」、

「
深
い
学
び
」、「
茶
畑
の
里
」、「
初

　
十
二
月
三
十
一
日
午
後
四
時
大
祓

式
を
執
り
行
い
、
続
い
て
拝
殿
に
て

除
夜
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
三
日
呉
竹
荘
に
て

N
P
O
法
人
子
ど
も
の
夢
T
O
S
S

埼
玉
主
催
の
第
十
七
回
五
色
百
人
一

首
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
幼
稚
園
児
か
ら
小
・
中
学
生
で

約
百
名
で
し
た
。

　
十
二
月
十
五
日
午
前
十
時
、
献
詠

武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

天て
ん

長
ち
ょ
う

祭さ
い

書
元
会
廻
廊
展
示

大お
お

祓
は
ら
い

式し
き

及
除じ

ょ

夜や

祭さ
い

五
色
百
人
一
首
大
会

献
詠
祭
併
す
す
払
い

　
十
二
月
四
日
午
前
十
一
時
、
社
務

所
に
て
神
宮
大
麻
頒
布
式
が
執
り
行

わ
れ
、
総
代
会
長
大
野
隆
司
様
に
新

た
な
伊
勢
の
神
宮
の
お
札
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

神じ
ん

宮ぐ
う

大た
い

麻ま

頒は
ん

布ぷ

式し
き

祭
を
執
り
行
い
「
釜
じ
め
」
を
兼
題

に
八
雲
会
会
員
の
和
歌
が
奏
上
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
献
詠
祭
終
了
後
、
本

殿
、
拝
殿
、
楼
門
の
す
す
払
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

春
の
風
」、「
緑
の
埼
玉
」、「
新
た
な

時
代
」
が
題
と
な
り
ま
し
た
。
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十
月
一
日
、
十
五
日

十
一
月
一
日
、
十
五
日

十
月
の
奉
納
献
華

十
二
月
の
奉
納
献
華

十
一
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花

古流松藤会　　岩波理豊
草月流　　　　沖山草俊
草月流　　　　竹下尚峰
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
道
清
掃
の

お
申
し
出
、
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

    （
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

阿
含
宗
埼
玉
道
場

大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

さ
い
た
ま
市
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
小
学
校

高
鼻
二
丁
目
友
の
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
さ
い
た
ま
一
団

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　
十
月
一
日
未
明
に
関
東
に
上
陸
し

た
台
風
二
十
四
号
に
よ
り
西
側
廻
廊

裏
の
大
木
が
折
れ
、
屋
根
を
貫
通
、

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

台
風
二
十
四
号
被
害
報
告

敬
神
婦
人
会
湯
茶
接
遇

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

（
敬
称
略
）

十
月
　
一
日
　
敬
神
講
社
理
事
会
、
評
議
員
会

　
　
　
一
日
　
敬
神
婦
人
会
役
員
会

　
　
　
七
日
　
武
蔵
菊
花
会
展
示
会
打
合
せ

　
　
　
十
日
　
英
霊
に
応
え
る
会（
一
都
七
県
）

十
三
、十
四
日
　
埼
玉
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
大
祭
典

　
　
十
四
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
四
日
　
無
外
流
日
心
会

　
　
十
五
日
　
小
笠
原
流
埼
玉
教
場

　
　
二
十
日
　
静
友
会（
静
岡
銀
行
）

　
二
十
二
日
　
天
津
神
明
宮
太
々
講
中（
千
葉
県
）

　
二
十
五
日
　
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
観
光
特
使

　
二
十
七
日
　
埼
玉
建
築
士
会

　
二
十
七
日
　
不
二
歌
道
会

　
二
十
八
日
　
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

　
二
十
八
日
　
天
行
居

　
　
三
十
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会

　
　
三
十
日
　
愛
知
県
神
社
庁
岡
崎
支
部

十
一
月
一
日
　
交
通
対
策
会
議

　
　
　
一
日
　
参
道
対
策
会
議

　
　
　
一
日
　
宮
崎
空
港
ビ
ル
株
式
会
社

　
　
　
六
日
　
下
諏
訪
町
中
新
田
区（
長
野
県
）

　
　
十
一
日
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式
打
合
せ

　
二
十
一
日
　
埼
玉
県
華
道
連
盟

　
二
十
六
日
　
敬
神
婦
人
会
役
員
会

　
二
十
六
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
総
会
　

十
二
月
三
日
　
高
円
寺
氷
川
神
社（
東
京
都
）

　
　
　
四
日
　
日
本
会
議
大
阪

　
　
　
五
日
　
原
子
核
衝
突
に
関
す
る
国
際
会
議

　
　
　
七
日
　
神
社
研
修
会

　
　
　
七
日
　
参
道
対
策
室
部
会

　
　
　
八
日
　
氷
川
の
杜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
十
五
日
　
古
神
札
焼
納
祭

　
　
十
五
日
　
北
澤
楽
天
顕
彰
会

　
　
十
六
日
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
十
六
日
　
氷
川
ホ
タ
ル
の
会
清
掃
奉
仕

　
　
十
七
日
　
責
任
役
員
会
納
会

　
　
十
九
日
　
氷
川
丸
船
長　
金
谷
範
夫

　
　
二
十
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
二
十
三
日
　
五
色
百
人
一
首
大
会
　

　
二
十
三
日
　
献
灯
会

　
二
十
三
日
　
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

古流松藤会　　岩波理豊
草月流　　　　沖山草俊
草月流　　　　竹下尚峰
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩
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御
祭
神
、
倉
稲
魂
命
は
も
と
も
と
食
物
の
神
で

転
じ
て
農
業
や
商
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
古

事
記
で
は
須
佐
之
男
命
の
御
子
神
と
し
て
登
場
し

ま
す
。
御
神
使
は
狐
、
御
本
社
は
京
都
府
の
伏
見

稲
荷
大
社
で
、
和
銅
四
年（
七
一
一
年
）の
二
月
初

午
の
日
に
、
稲
荷
山
に
稲
荷
大
神
様
が
御
鎮
座
さ

れ
た
事
に
由
来
し
、
立
春
後
の
初
午
の
日
に
初
午

祭
を
行
い
ま
す
。
崇
敬
者
か
ら
奉
納
さ
れ
た
連
な

る
朱
の
鳥
居
も
稲
荷
神
社
の
特
徴
で
、
当
社
で
は

初
午
祭
に
あ
た
り
鳥
居
の
御
奉
納
を
頂
い
た
皆
様

に
御
案
内
し
御
参
列
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

御
祭
神
の
大
山
咋
命
は
山
の

神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
酒
造
と
水

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
創
立
の
沿
革
は
詳
ら
か
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
氷
川
神
社
の
御

祭
神
で
あ
る
須
佐
之
男
命
の
孫

に
あ
た
り
、
神
祭
り
に
欠
か
せ
な

い
黒
酒
白
酒
醸
造
の
守
護
神
と

し
て
、
境
内
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
御
本
社
は

京
都
の
松
尾
大
社
で
、
御
神
使
は

亀
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
社
殿

は
、
昭
和
三
十
九
年
氷
川
神
社
の

本
殿
遷
座
と
共
に
、
銅
板
葺
流
造

り
の
社
殿
に
新
築
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
折
、
社
前
に
上
尾
市
北

西
酒
造
株
式
会
社
に
よ
り
燈
籠

二
基
が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

氷
川
神
社
摂
末
社
の
巡
拝  

（そ
の
二
）

　
境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
三
社
あ
る
境
内
社
は
摂
末
社
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
摂せ

っ

社し
ゃ

と
は
旧
官か

ん

国こ
く

幣へ
い

社し
ゃ

に
お
い
て
境
内
外
に
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
の
中
で
特
に
本
社
の
祭
神
と
由
緒
の
深
い
神
社
を
指
し
ま
す
。
そ
の
他
の
境
内
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
は
末ま

っ

社し
ゃ

と
い
い
ま
す
。
当
社
の

お
み
く
じ
の
文
末
に
は
信
仰
す
べ
き
摂
末
社
や
御
祭
神
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
御
加
護
を
頂
け
る
よ
う
御
参
拝
下
さ
い
。

稲い

な

り荷
神じ

ん

社じ

ゃ

松ま

つ

尾お

神じ

ん

社じ

ゃ

須
佐
之
男
命
の
御
子
神
で
あ
る
食
物
の
神

酒
造
と
水
の
神

倉う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

稲
魂
命

大お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と

山
咋
命

稲
荷
神
社

稲
荷
大
神

稲
荷
の
神

松
尾
神
社

松
尾
社　

御
祭
神

御
祭
神

お
み
く
じ
の
表
記

お
み
く
じ
の
表
記
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神
社
参
拝
し
た
証
と
し
て
戴
く
「
御
朱
印
」。
そ
の
起
源
は
、
奈
良
・
平
安
の
昔
。
神
社
仏
閣
に
書
写
し
た

経
典
を
奉
納
し
た
際
に
戴
い
た
「
納
経
受
取（
の
う
き
ょ
う
う
け
と
り
）の
書
付
」
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。「
神
社
へ
経
典
を
奉
納
し
た
の
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
例
の
代

表
に
「
平
家
納
経
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
時
の
天
下
人
・
平
清
盛
が
神
仏
習
合
思
想
の
影
響
を
う
け
、「
厳

島
神
社
の
御
祭
神
は
、
十
一
面
観
音
が
お
姿
を
お
変
え
に
な
っ
た
も
の
」
と
解
釈
し
て
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
納
経
は
徐
々
に
一
般
に
も
広
が
り
、
社
寺
か
ら
「
納
経
受
取
の
書
付
」
を
戴
い
て
い
た
こ
と
が
、
や

が
て
納
経
を
せ
ず
参
拝
の
み
を
し
た
場
合
に
も
証
明
を
書
い
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
た
明
治
以
降
に
は
、
巡
拝
旅
行
と
集
印
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
案
内
本
や
旅
行
記
と
い
っ
た
書
物
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

十
年
頃
か
ら
「
御
朱
印
」
と
い
う
呼
称
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
遠
路
を
こ
え
て
叶
っ
た
神
社
参
拝
。

敬
神
の
思
い
の
結
晶
と
も
い
え
る
御
朱
印
帳
は
、
昔
も
今
も
、
ま
る
で
参
拝
し
た
時
の
感
動
を
永
久
保
存
し
て

く
れ
る
か
の
よ
う
な
掛
替
え
の
な
い
存
在
と
い
え
ま
し
ょ
う
。「
神
社
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
」

御
朱
印

現在の御朱印

埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の
教
化
事
業
「
神
主
さ

ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」
で
実
施
さ
れ
た
県
内

神
社
の
御
朱
印
と
御
朱
印
帳
を
集
め
た
御
朱

印
展（
会
場
：
当
社
西
待
合
所
）。
本
年
は
三

月
一
日
よ
り
四
月
七
日
ま
で
実
施
予
定
で
す
。

参道［数量限定］ （朱印料込1700円）

御朱印帳各種

大正時代の御朱印

時
代
に
よ
っ
て

異
な
る
御
朱
印

江戸時代の御朱印
写真協力：佐々木俊治氏

八雲（朱印料込1500円） 楼門（朱印料込1500円）
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婚礼展示会のお知らせ

埼玉県神社庁主催

     『神主さんと神社を学ぼう』

一、日時　
　　１月27日（日）13時～16時
一、会場　当社呉竹荘
一、予約、会費　不要

日時　平成31年3月30日（土）会場　当社境内
『氷川マルシェ』、『さんきゅう参道2019』
３月30日、31日同時開催予定。雨天決行。
※詳細は埼玉県神社庁ホームページを御参照下さい。
http://www.saitama-jinjacho.or.jp/

　
此
の
度
、
新
た
に
交
通
安
全
小
守
を
奉
製
致
し
ま

し
た
。
授
与
は
一
月
一
日
か
ら
で
す
。

　
心
願
成
就
の
「
御
力
守（
ち
か
ら
ま
も
り
）」
を
奉

製
致
し
ま
し
た
。
桐
箱
に
お
入
れ
し
ま
し
た
御
力
守

は
、
か
つ
て
神
域
に
ご
ざ
い
ま
し
た
「
お
が
た
ま
の

木
」
が
内
符
と
し
て
納
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
お
が

た
ま
の
木
は
神
道
思
想
の
「
招
霊（
お
ぎ
た
ま
）」
か

ら
転
化
し
、
古
く
か
ら
神
様
の
力
の
宿
る
神
木
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
限
定
数
量
の
奉
製
で
、
授
与
は
一
月

十
五
日
か
ら
で
す
。

平成31年の厄除（数え歳）

数え年 前厄 本厄 後厄

男の厄 25 才 平成 ８ 年 ７ 年 ６ 年

男の大厄 42 才 昭和 54 年 53 年 52 年

男女厄 61 才 昭和 35 年 34 年 33 年

数え年 前厄 本厄 後厄

女の厄 19 才 平成 14 年  13 年  12 年

女の大厄 33 才 昭和 63 年 62 年 61 年

女の小厄 37 才 昭和 59 年 58 年 57 年

平成31年の方位除（数え歳）

  中央 （八方除）　   北　
大正 　９ 年 100 才 大正 13 年 96 才

昭和

　４ 年 91 才

昭和

　８ 年 87 才

13 年 82 才 17 年 78 才

22 年 73 才 26 年 69 才

31 年 64 才 35 年 60 才

40 年 55 才 44 年 51 才

49 年 46 才 53 年 42 才

58 年 37 才 62 年 33 才

平成
　４ 年 28 才

平成
　８ 年 24 才

13 年 19 才 17 年 15 才

22 年 10 才 26 年 　６ 才

  北　東　  南　西　
大正 15 年 94 才 大正 12 年 97 才

昭和

10 年 85 才

昭和

　７ 年 88 才

19 年 76 才 16 年 79 才

28 年 67 才 25 年 70 才

37 年 58 才 34 年 61 才

46 年 49 才 43 年 52 才

55 年 40 才 52 年 43 才

平成

　元 年 31 才 61 年 34 才

10 年 22 才

平成
　７ 年 25 才

19 年 13 才 16 年 16 才

28 年 　４ 才 25 年 　７ 才

御
力
守

交
通
安
全
小
守

御力守  初穂料 1500円 初穂料 500円


